村上春樹による新たな理想主義 : 『色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の年』におけるユートピア共同体論 by 王, 静


































































































「社会的に望ましい活動をし、グ 内での恋愛 禁止されているなど、あまり も不自然で影のないこの五 グルー
プは、とてもリ































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ル」 問題はずっとあったが、従来のディス ピア作品で 表現されていなかっただけである。本稿では、
「リ
トル・ピープル」の登場を、































































































































































































































































































































































































































































































ルト教団の組織的な構造より、個人の内的問題の描写に力が注がれている。これは、第三節で結論した「リトル・ピープル」によるディストピア――外部からの権力に支配されている ではなく、個人の内面的な亀裂と連動し、個人からの呼応があるからこそ権力が成り立った――の構造に重点を置いたからだと思われる。田中カフカ、天吾 多崎の身に起こる記憶の再構築・他人へ 寛恕によ 自己再生は オウ
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ム真理教のような閉じられたディストピアに赴く可能性のある人々の心の解放につながっている。言い換えれば、これらの作品が、ディストピアに陥ることを防ぐ、あ いはディストピアを脱出するため 物語であるということに る。
 
本作品に戻るが、多崎が記憶の再編成によって、自分によって切断























































































































よる個人の内面と連動して生まれる閉鎖的な思想回路である。それゆえ、ディストピアに面する際、 だ受動的に操ら ではなく 記憶・内面の変容によって自己が再生し、ディストピアから脱出するということが本作品で可能になる。
 
最後、冒頭のところで提示した問題に戻る。多崎がユートピアの終










終奏では新たなユートピアのあり様が描か が、石井の言う信仰再確認でもない。というのは、終奏に提示された「調和」はもう過去の「調和」 は く、曾ての「愛」
信仰は、不完全で修正しつつあ
る動的な信仰になったからである。
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